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図 面 名 称  1-1 標準掘削断面図（機械掘削） 
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※（ ）内は、軽量鋼矢板（軽量金属支保）を使用した場合の寸法 
 

 注意事項 
ここに示す掘削幅は、実務必携「2-1-3 掘削幅の算定」により算出した標準掘削幅であり、 

施工条件により掘削幅は異なるため、設計図書を十分確認すること。 
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 図 面 名 称  1-2 標準掘削断面図（機械掘削） 
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※（ ）内は、軽量鋼矢板（軽量金属支保）を使用した場合の寸法 

 
 
 

 注意事項 
ここに示す掘削幅は、実務必携「2-1-3 掘削幅の算定」により算出した標準掘削幅であり、 

施工条件により掘削幅は異なるため、設計図書を十分確認すること。 
 
 

 

ポリエチレン管（PEP）
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50 0.550 0.960 1.460
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図 面 名 称  1-3 標準掘削断面図（機械掘削） 
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※（ ）内は、軽量鋼矢板（軽量金属支保）を使用した場合の寸法 
 

 注意事項 
ここに示す掘削幅は、実務必携「2-1-3 掘削幅の算定」により算出した標準掘削幅であり、 

施工条件により掘削幅は異なるため、設計図書を十分確認すること。 
 

塩化ビニル管（RRHIVP）
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B 1 ： 再 生 砕 石 埋 戻
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図 面 名 称 2-1 標準埋戻断面図（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管）

埋 戻 工 標 準 図

一 般 市 道 D . P = 1 3 0 0
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（ 山 砂 ）

砂 基 礎 工 t = 1 0 0

（ 山 砂 ）
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図 面 名 称 2-2 標準埋戻断面図（ポリエチレン管）

B 1 ： 再 生 砕 石 埋 戻
B 2 ： 山 砂 埋 戻

埋 戻 工 標 準 図

一 般 市 道 D . P = 8 0 0

B 1 ： 再 生 砕 石 埋 戻
B 2 ： 山 砂 埋 戻
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 6 



 
 

 

図 面 名 称  3 仕切弁筺設置標準図 
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図 面 名 称 4 各戸新管切替工標準図

公道 宅地内

官民境界

450以上
※既設埋設深度

<留意事項>

①布設替対象範囲 原則として宅地内の第１次止水栓までを対象とする。ただし約２ｍ以内に止水栓が
無い場合は約１ｍ以内に第１次止水栓を設け約２ｍの範囲で布設替する。
その他、特別な場合については、監督員と別途協議し施工すること。

②サヤ管の仕様 塩ビ管とする。ただし貫通できない場合はＳＰ管とし管端はポリエチレン管を傷
つけないよう措置すること。

③止水栓筺の仕様 φ２０ φ７５×５５０～８００（底板付）
φ２５～４０ φ１００×５５０～８００（底板付）
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回転メーター用継手
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図 面 名 称  5-1 工事看板レイアウト図（工事名標示板） 
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図 面 名 称  5-2 工事看板レイアウト図（工事説明板） 
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図 面 名 称  6-1 管明示テープ・埋設シートの仕様 

 
管明示テープ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 寸法値 

厚さ (㎜) 0.20 

巾  (㎜) 50.0 

長さ (ｍ) 20.0 

 
 
 
 
 
埋設シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 寸法値 

巾  (㎜) 300.0 

厚さ (㎜) 0.20～0.25 

長さ (ｍ) 50.0 

色 青／白文字 

形状 2 倍折込 
 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

郡山市上下水道局 
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図 面 名 称  6-２ 管明示テープ施工図  

 

 

管明示テープの施工例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

        直 管                                 異 形 管   

 
 

（1）テープによる明示の方法 

   a ． 胴巻きテープ及び天端テープを併用する。 

  b ． 明示年は当年のものを使用するものとする。 

      c ． 胴巻きテープは、1回半巻きとし、天端テープは、両端 20～30 ㎝とし、 

全延長とする。 

      d ． 既設管については、その埋設年度を容易に明確にできないときは、埋設 

年度の入らないテープで明示することができる。 

        また、既設管の周囲を露出させることが困難な場合は、可能な範囲で明示 

するものとする。 

 

（2）胴巻きテープの間隔 

      a ． 管長 4m 以下  3 箇所/本 

          管の両端から 20～30 ㎝とし、並びに中間 1箇所 

      b ． 管長 5～6m   4 箇所 /1 本 

          管の両端から 50 ㎝並びに中間 2箇所 

      c ． 特殊管で a、bに該当しない場合は、テープの間隔が 2m 以上にならない 

よう箇所を増加する。 
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